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新機能と更新情報 
次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまで

の変更点や新機能の一部は表に記載されていません。 
 

リリース バージョ

ン 
特長 説明 

NDFC リリース 
12.1.3 

再編成されたコン

テンツ 
このドキュメントの内容は、『Cisco NDFC-Fabric 
Controller Configuration Guide』または『Cisco NDFC-
SAN Controller Configuration Guide』で提供されたもので

す。 
リリース 12.1.3 以降、このコンテンツはこのドキュメントで

のみ提供され、これらのドキュメントでは提供されなくなり

ました。 
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LAN 運用モード設定のバックアップと復元 
ここでは、LAN 運用モードの設定をバックアップおよび復元する方法について説明します。 

 

バックアップ ファブリック 
ファブリック ウィンドウから選択したファブリックのバックアップを構成できます。同様に、 
[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ウィンドウのバックアップを構成できます。メイン 
ウィンドウで  [ファブリックの概要（Fabric Overview）] > [アクション（Actions）]  を選択し、 
[バックアップ ファブリック（Backup Fabric）] をクリックします。 

すべてのファブリック設定とインテントを自動または手動でバックアップできます。インテント

である Cisco Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラの構成を保存できます。インテン

トは、スイッチにプッシュされる場合とされない場合があります。 

Cisco Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラは、次のファブリックをバックアップしません。 
 

• モニタ専用モードの外部ファブリック：モニタ専用モードの外部ファブリックのバックアップ

を作成できますが、復元はできません。外部ファブリックがモニタ専用モードでない場合は、

このバックアップを復元できます。 

• 親 MSD ファブリック：MSD ファブリックのバックアップを作成できます。親ファブリックか

らバックアップを開始すると、バックアップ プロセスはメンバー ファブリックにも適用され

ます。ただし、Cisco Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラは、メンバー ファブリ

ックと MSD ファブリックのすべてのバックアップ情報を 1 つのディレクトリにまとめて保存

します。 

バックアップされた構成ファイルは、ファブリック名を持つ対応するディレクトリにあります。

ファブリックの各バックアップは、手動または自動のどちらでバックアップされたかに関係なく、

異なるバージョンとして扱われます。バックアップのすべてのバージョンは、対応するファブリ

ック ディレクトリにあります。 

ファブリック設定およびインテントのスケジュール バックアップを有効にできます。 
 
バックアップには、ファブリック上の使用済みリソースに関するリソース マネージャの状態に加えて、

インテントとファブリック設定に関連する情報が含まれます。Cisco Nexus ダッシュボード ファブリ

ック コントローラは、構成プッシュがある場合にのみバックアップされます。Cisco Nexus ダッシュ

ボード ファブリック コントローラは、最後の設定プッシュ後に手動バックアップをトリガーしなか

った場合にのみ、自動バックアップをトリガーします。 
 

ファブリックの復元 

ファブリックにデバイスを追加または削除する場合、今以前の日にちからのファ

ブリックに復旧できません。 
 
次の表で、[バックアップの復元（Restore Backup）] タブに表示される列について説明します。 

 

フィールド 説明 
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バックアップ日 バックアップの日付を指定します。 

バックアップ バージョン バックアップのバージョンを指定します。 

バックアップ タグ バックアップ名を指定します。 

NDFC バージョン NDFC のバージョンを指定します。 

バックアップのタイプ バックアップ タイプがゴールデン バックアップ

であるかどうかを指定します。 
 

次のテーブルでは、[アクション（Action）]タブ に表示されるフィールドおよび説明について記述します。 
 

アクション 説明 

ゴールデンとしてマーク 既存のバックアップをゴールデンバック アップ

としてマークするには、[ゴールデンとしてマー

ク（Mark as golden）] を選択します。確認ウ

ィンドウが表示されたら、[確認（Confirm）] 
をクリックします。 

ゴールデンとして削除 ゴールデン バックアップから既存のバックア

ップを削除するには、[ゴールデンとして削除

（Remove as gold）] を選択します。確認ウィ

ンドウが表示されたら、[確認（Confirm）] を
クリック 

 
ファブリックを復元するには、次の手順を実行します。 

 
1. ファブリックの概要で、[アクション（Actions）] > [その他（More）] > [ファブリックの復元

（Restore Fabric）] を選択します。 
 

[ファブリックの復旧（Restore Fabric）] 画面が表示されます。 
 

2. [バックアップの選択（Select Backup）] タブで、復元することを選択したバックアップのラジオ 
ボタンを選択します。 

 
アーカイブの制限に達した後でも、削除しないバックアップにマークを付けることができます。

これらのバックアップはゴールデン バックアップです。ファブリックのゴールデン バックア

ップは削除できません。ただし、NDFC は最大 10 のゴールデン バックアップのみをアーカイ

ブします。ファブリックの復元中に、バックアップをゴールデン バックアップとしてマークで

きます。 

3. [アクション（Actions）] ドロップダウン リストから [ゴールデンとしてマーク（Mark as golden）] を
選択して、バックアップをゴールデンとしてマークします。 

 
[次へ（Next）] をクリックします。 

 
バックアップ ファイル内の構成に関する詳細をプレビューできます。ファブリック バックア

ップ内のスイッチの名前とシリアル番号を表示することもできます。 

[デルタ 構成（Delta Config）] をクリックして、ファブリック内のスイッチの設定の違いを表示します。 
 

4. [意図を復元（Restore Intent）] をクリックします。 

5. [復元ステータス（Restore Status）] タブで、インテントの復元のステータスを表示できます。 
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6. [次（Next）] をクリックして、生成された構成をプレビューします。 

7. [構成プレビュー（Configuration Preview）] タブで、目的のスイッチの構成を再同期できます。 

8. 目的のスイッチについて、[スイッチ名（Switch Name）] チェックボックスをオンにして、[再同期

（ReSync）] をクリックします。 

9. 展開をクリックして、[ファブリックの復元（Restore Fabric）] 操作を完了します。 
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NDFC の構成のバックアップと復元 
いつでも手動でバックアップできます。すべてのファブリック設定とインテントを自動または手

動でバックアップするようにスケジューラを設定することもできます。 

次のいずれかの形式を使用してバックアップおよび復元できます。 
 

• 構成のみ：構成のみのバックアップの方が小さくなります。これにはインテント、依存データ、

検出情報、ログイン情報、およびポリシーが含まれています。このバックアップからの復元には、

機能するファブリック、スイッチの検出、予期される設定、およびその他の設定が含まれていま

す。 

• 完全：フルバックアップは大規模です。これには、現在のデータ、履歴データ、アラーム、ホス

ト情報、および設定のみのバックアップのすべてが含まれます。このバックアップからの復元に

は、機能的な履歴レポート、メトリックグラフ、およびすべての基本機能があります。 

構成のみのバックアップまたは完全バックアップを復元できます。 
 
バックアップを復元するときは、設定のみの復元または完全な復元を選択できます。設定のみの

復元では、設定（インテント、検出情報、ログイン情報、ポリシー）のみが復元され、設定のみ

のバックアップと完全バックアップの両方を使用して実行できます。完全な復元は、設定と、現

在および過去のデータ、チャートなどを復元し、完全バックアップのみを使用して実行できます。 
 

新規インストール後、 
 バックアップ データを復元する前に、最低 20 分間待機してください。新しくイン
ストールしたセットアップでバックアップをすぐに復元すると、一部のアプリケー
ションが動作しなくなる可能性があります。 

 

NDFC のバックアップと復元の動作 
次の表に、リリース 12.1.2e での NDFC のバックアップと復元の動作に関する情報を示します。言

及されていないものはすべて完全にサポートされているものとみなされます。 
 

特長 構成 データ のバッ

クアップと復元 
運用データのバックアップと復元 

LAN 

ファブリックのバック

アップ 
サポート対象（スケジュ

ール） 
サポート対象外（バックアップ） 

レポート サポート対象外（レポー

ト定義）  
サポート対象外（レポート） 

イメージ管理 サポート対象外（ポリシ

ー、イメージ） 
サポート対象外（履歴など） 

EPL サポート対象 最大 100 万レコードをサポート（履歴エンドポイ

ント検索）。サポート対象外（ダッシュボード、

エンドポイントライフ、エンドポイント履歴）。 

すべて 

アラーム サポート対象 非対応 
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午後 サポート対象 90 日間のデータをサポート 
 

スケジューラ 
スケジュールされたバックアップ ジョブがない場合は、[スケジュールが設定されていません（No 
Schedule set）] が表示されます。 

 
スケジューラの目的は、システムを復元する必要がある場合にシステムのバックアップを取ること

です。リモートロケーションにバックアップする必要があります。 

Cisco Nexus Dashboard Fabric Controller Web UI からアプリケーションおよび構成データのバックア

ップをスケジュールするには、次の手順を実行します。 

1. [スケジュール設定なし（No Schedule set）] をクリックします。 
 

[Scheduler（スケジューラ）] ウィンドウが表示されます。 
 

2. [スケジュールされたバックアップの有効化（Enable Scheduled backups）] チェックボックスを

オンにします。 

3. [種類（Type）] で、復元する形式を選択します。 

a. [構成のみ（Config only）] または [完全（Full）] を選択します。 

4. [接続先（Destination）] フィールドで、 をクリックして、ドロップダウンリストから [SCP サ
ーバーにエクスポート（Export to SCP Server）] または [SFTP サーバーにエクスポート

（Export to SFTP Server）] を選択します。 

5. [サーバー（Server）] フィールドに、SCP サーバーの IP アドレスを入力します。 

6. [ファイル パス（File Path）] フィールドに、バックアップ ファイルを保存するディレクトリの

絶対パスを入力します。 

7. バックアップ ディレクトリにユーザー名とパスワードを入力します。 

8. バックアップ ファイルに対する暗号キーを入力します。 
 

バックアップから復元するには、暗号化キーが必要です。暗号化キーは、機密情報を含むバッ

クアップファイルの一部を暗号化するために使用されます。 

9. [日単位で実行（Run on days）] フィールドで、チェックボックスをオンにして、1 日以上のバッ

クアップジョブをスケジュールします。 

10. [開始時刻（Start at）] フィールドで、タイム ピッカーを使用して特定の時刻にバックアップをス

ケジュールします。 
 

タイムピッカーは 12 時間制です。 
 
11. [バックアップのスケジュール（Schedule backup）] をクリックして、スケジュールに従ってバ

ックアップジョブを実行します。 
 

Restore（復元） 
 

新規インストール後、バックアップデータを復元する前に、最低 20 分間待機してく

ださい。新しくインストールしたセットアップでバックアップをすぐに復元すると、

一部のアプリケーションが動作しない場合があります。Cisco NDFC リリース 



7  

12.1.2e 以降では、機能が有効になっていない新しくインストールされた Nexus ダッ

シュボード ファブリック コントローラ システムだけでなく、機能がすでに有効にな

っている既存のシステムでも復元できます。 
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機能が有効になっているシステムで復元を実行する場合は、次の点に注意してください。 
 

• SAN コントローラのバックアップを LAN コントローラに復元することはできません（その逆も同

様）。 

• 実行できるのは構成のみの復元のみです。元のバックアップが構成のみのバックアップであっ

ても完全バックアップであっても、構成（非運用）データのみが復元されます。すべての運用

データ（統計および履歴データ）が失われます。 
 

ガイドライン 
 

ファブリックにデバイスを追加または削除する場合、今以前の日にちからのファ

ブリックに復旧できません。L2 HA から L3 HA に移行する場合は、[外部を無視

（Ignore External）] をオンにします。 

  サービス IP 構成（Service IP Configuration）] チェックボックスをオンにして、  
は無視され、復元中に新しいものが選択されます。残りのデータは 
復元されます。 

 
災害復旧時に NDFC を使用した場合、バックアップが作成されたの 

  と同じバージョンでのみ復元できます。  Cisco Nexus ダッシュボード ファブリ
ック コントローラ Web UI からアプリケーションおよび構成データを復元するには、
次の手順を実行します： 

 

1. [復元（Restore）] をクリックします。 
 

[今すぐ復元（Restore now）] ウィンドウが表示されます。 
 

2. [種類（Type）] で、復元する形式を選択します。 

a. [構成のみ（Config only）] または [完全（Full）] を選択します。 

3. [ソース（Source）] フィールドで、バックアップ ファイルを保存した適切なソースをクリック

して選択します。 

a. ファイルがローカル ディレクトリに保存されている場合は、[ファイルのアップロード（Upload 
File）] を選択します。 

4. バックアップ ファイルが保存されるディレクトリ 

5. バックアップファイルを [今すぐ復元（Restore now）] ウ

ィンドウにドラッグアンドドロップします。 

[Browse] をクリックします。バックアップ ファイルが保存されるディレクトリに移動します。バ

ックアップ ファイルを選択して、[開く（Open）]をクリックします。 

6. バックアップ ファイルに対する暗号キーを入力します。 
 

バックアップを復元するには、暗号化キーが必要です。暗号化キーは、 
 機密情報が含まれるバックアップ ファイルの部分を暗号化するために使用され
ます。 

 

a. バックアップファイルがリモート ディレクトリに保存されている場合は、[SCP サーバーから

インポート（Import from SCP Server）] または [SFTP サーバーからインポート（Import 
from SFTP Server）] を選択します。 
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7. [サーバー（Server）] フィールドに、SCP サーバーの IP アドレスを入力します。 

8. [ファイル パス（File Path）] フィールドに、バックアップ ファイルへの相対ファイル パスを入力

します。 

9. ユーザー名とパスワードを該当するフィールドに入力します。 

10. [暗号キー（Encryption Key）] フィールドにバックアップ ファイルに対する暗号キーを入力します。 
 

バックアップを復元するには、暗号化キーが必要です。暗号化キーは、 

 機密情報が含まれるバックアップ ファイルの部分を暗号化するために使用され
ます。 
 

11. （オプション）[外部サービス IP 構成を無視する（Ignore External Service IP Configuration）] 
チェックボックスをオンにします。 

 
[外部サービスの IP 設定を無視する（Ignore External Service IP Configuration）] チェック 
ボックスがオンになっている場合、外部サービスの IP 設定は無視されます。この選択により、

システムでバックアップを作成し、それを別の管理サブネットやデータサブネットを持つ別の

システムに復元することができます。 

このオプションは、Cisco DCNM 11.5(x) から Cisco NDFC へのアップグレード中には影響しませ

ん。 

12. [復元（Restore）] をクリックします。 
 

バックアップ ファイルが [バックアップと復元（Backup＆Restore）] ウィンドウの表に表示

されます。復元に必要な時間は、バックアップ ファイルのデータによって異なります。 
 

今すぐバックアップ 
Cisco Nexus Dashboard Fabric Controller Web UI からアプリケーションおよび構成データのバックア

ップを取得するには、次の手順を実行します。 

1. [今すぐバックアップ] をクリックします。 

2. [種類（Type）] で、復元する形式を選択します。 

a. [構成のみ（Config only）] または [完全（Full）] を選択します。 

3. [接続先（Destination）] フィールドで、バックアップ ファイルを保存する適切な接続先を選択します。 

a. ローカル ディレクトリにバックアップを保存するには、[ローカル ダウンロード（Local 
Download）] を選択します。 

4. バックアップ ファイルに対する暗号キーを入力します。 
 

バックアップを復元するには、暗号化キーが必要です。暗号化キーは、 
 機密情報が含まれるバックアップ ファイルの部分を暗号化するために使用され
ます。 

 

5. [Backup] をクリックします。 
 

バックアップが完了すると、[バックアップと復元（Backup＆Restore）] 画面からバックアップ フ
ァイルをダウンロードできます。 

6. [アクション（Actions）] 列で、[ダウンロード（Download）] アイコンをクリックして、バックアップ
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をローカル ディレクトリに保存できます。 
 

バックアップを削除するには、[削除（Delete）] アイコンをクリックします。 

割り当てられたディスク容量が限られているため、[ローカル ダウンロード（Local 
Download）] オプションで取得したバックアップはできるだけ早く削除する必要が

あります。 
 

a. SCP サーバーへのエクスポートまたは SFTP サーバーへのエクスポートを選択して、バックア

ップ ファイルをリモート ディレクトリに保存します。 

バックアップに [SFTP サーバーにエクスポート] オプションを選択した場合は、ファイル

名を指定する必要があります。[SCP サーバーにエクスポート（Export to SCP Server）] オ
プションにファイル名を指定する必要はありません。ファイル名には、 path/filename.tar.gz 
を含む必要があります。 

7. [サーバー（Server）] フィールドに、SCP サーバーの IP アドレスを入力します。 

8. [ファイル パス（File Path）] フィールドに、バックアップ ファイルへの相対ファイル パスを入力

します。 

9. ユーザー名とパスワードを該当するフィールドに入力します。 

10. [暗号キー（Encryption Key）] フィールドにバックアップ ファイルに対する暗号キーを入力します。 
 

バックアップを復元するには、暗号化キーが必要です。暗号化キーは、 
 機密情報が含まれるバックアップ ファイルの部分を暗号化するために使用されます。 

 

11. [Backup] をクリックします。 
 

バックアップが完了すると、バックアップ ファイルがリモート ディレクトリに保存されます。 
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